
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,155
男 3,089　女 3,374　　合計 6,463

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 637	（ 9.9％）	 15	〜 64 才	 3,841	（59.4％）
	 65	才以上	 1,985	（30.7％）

第
17
回

三
月
二
日
（
土
）
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
市
民
の
集
い

で
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
永
年
勤
続
自
治
会
長
ほ
う
賞

・
十
五
年
勤
続

江
幡　

信
彦
（
常
磐
小
路
）

川
村　

和
雄
（
砂
久
保
町
一
区
）

・
十
年
勤
続

仙
波　

正
之
（
常
磐
町
二
丁
目
北
）

野
上　

義
信
（
元
山
町
四
区
中
）

◎
市
民
憲
章
ほ
う
賞

〈
功
績
賞
〉

・
大
内　

三
平

　
（
新
荘
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

※
会
長
歴
十
二
年
、
五
ク
ラ
ブ
会
員
二
百

人
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
に
精
力
的
に
活
動
。

３月２日・３日新荘市民センター最
大の行事「新荘ふれあいまつり」が開
催され延700人の地域の皆様が参加し
交流を深めました。
初日は、利用団体の発表体験でコー
ラス・歌謡・フォークダンス・太極
拳・裏千家茶道・石州茶道。
２日目は、指圧体験教室、バザーが
開催され多くの方が楽しみました。
最後をしめくくる「ふれあい交流
会」では、マジックショー・雅楽の
舞・吹奏楽・落語・最後に豪華商品が
当たるビンゴ大会で、楽しい一時を過
しました。

大内三平さん　市民憲章功績賞受賞
（右から二人目）

新荘ふれあいまつり

ビンゴゲーム大会

ビンゴゲームで豪華景品ゲット！

交
通
安
全
市
民
大
会
開
催

市
民
の
集
い
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新荘ふれあいまつり

二松亭ちゃん平さんの落語 バザー マジックショー

コーラスＡ コーラスＢ

水戸女子高雅楽部 水戸女子高吹奏楽部

新
荘
地
区　

敬
老
会

ホ
ー
ル
満
席
の
盛
況
で
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鯉
渕
健
治
氏
の
「
魅
惑
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
は
、
各
地
の
サ
ー
ク
ル
で

講
師
を
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
見
ご
と
な
手
さ
ば
き
で
し
た
。

水
戸
女
子
高
の
「
雅
楽
部
の
舞
」
は
県
内
の
高
校
で
唯
一
の
雅
楽
部

で
、
古
式
ゆ
か
し
い
優
雅
な
舞
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

茨
城
キ
リ
ス
ト
の
先
生
で
あ
る
二
松
亭
ち
ゃ
ん
平
さ
ん
の
落
語
「
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
が
ほ
し
い
が
た
め
に
」
さ
す
が
今
年
で
三
度
の
登
場
と
い

う
こ
と
で
、
み
が
き
が
か
か
っ
た
笑
い
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
の
売
上
金
十
三
万
三
千
円
余
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

新
荘
支
部
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

裏千家茶道 指圧体験教室 フォークダンス

大
型
台
風
16
号
の
影
響
で

風
が
あ
り
気
温
も
32
度
、
時
々

に
わ
か
雨
が
降
る
９
月
17
日
、

新
荘
小
ア
リ
ー
ナ
で
24
年
度

新
荘
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

75
才
以
上
の
一
、一
四
三
名

に
招
待
状
を
送
付
し
、
当
日

約
三
百
名
の
方
が
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
水
戸
黄
門
漫
遊
一

座
の
一
行
が
、
結
成
15
周
年
の

お
礼
に
出
演
し
、
口
上
を
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
荘
地
区
の
高
齢
者
の
皆

様
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、

ま
た
来
年
お
会
い
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

水戸黄門漫遊一座　お礼の口上
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10
月
７
日
新
荘
小
体
育
館
で

新
荘
地
区
市
民
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
◦
水
戸
市
体
育
祭

ジャンケンポン

夜
半
よ
り
降
り
続
い
た
雨
も

朝
に
は
上
が
る
予
報
で
あ
り
ま

し
た
が
、
役
員
集
合
時
は
パ
ラ

パ
ラ
雨
の
状
態
。
グ
ラ
ン
ド
で

実
施
す
る
か
平
山
総
括
の
頭
を

な
や
ま
せ
ま
し
た
が
「
体
育
館
」

▶町内対抗得点種目順位一覧
チーム

種目

大

工

町

砂

久

保

常
磐
元
山

八

幡

町

松

本

町

栄

町

緑

町

新

屋

敷

末

広

町

ダブルキックボール
位 位 位 位 位 位 位 位 位

6 4 2 8 1 7 5 3 9

台 風 の 目
（２チームに分ける） 1 3 2 4 2 1 4 3

お ま え と 二 人 で 9 5 7 4 6 3 2 1 8

ゲートボールリレー 6 1 4 3 8 2 9 7 5

言 う こ と き い て 7 8 5 4 3 2 1 9 6

ム カ デ 競 争 5 2 4 3 8 7 1 6

町内対抗障害物リレー 4 1 3 5 8 6 2 7 9

順　　　　位 8 2 3 5 6 4 1 7 9

南
天
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
大
内
三

平
）
は
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
場

「
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
」
を
２
か
月
に
１

回
開
催
し
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
に
高
い
効
果
を
上
げ
て
い
る

こ
と
な
ど
で
、
こ
の
度
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
よ
り
「
活
動
賞
」
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。

会
は
昭
和
39
年
４
月
に
設
立
会

●
南
天
ク
ラ
ブ
（
新
荘
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
）

「
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
」
で
全
国
表
彰

ティーサロンの一コマ（２/20）

員
数
55
人
（
男
16
人
、
女
39
人
）
平

均
年
齢
83
歳
。
一
日
中
会
話
の
無

い
ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
者
に
と
っ

て
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
は
評
判
が
よ

く
、
毎
回
30
人
強
の
会
員
が
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

特
に
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
菓
子

を
つ
ま
み
な
が
ら
世
間
話
し
で
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

好
天
の
中
、
久
し
振
り
に

水
戸
市
内
を
歩
く
会
と
な

り
ま
し
た
。

“
参
加
費
な
し
、
抽
選
会	

＆	

昼
食
付
き
”
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
４
才
か
ら

84
才
の
94
名
の
方
が
参
加
。

８
時
30
分
市
民
セ
ン
タ
ー

を
出
発
。
歴
史
館
を
通
り
抜

け
偕
楽
園
・
吐
玉
泉
を
通
過

し
東
門
を
出
て
偕
楽
橋
を

渡
り
千
波
湖
畔
に
出
ま
し

た
。

万
歩
計
も
一
万
歩
を
示

し
、
今
回
最
大
の
目
玉
で

あ
る
「
も
み
じ
谷
」
を
目
指

し
て
出
発
！
田た

鶴ず

鳴な
き

梅
林
、

猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

梅
林
を
通
過
し
も
み

じ
谷
に
到
着
。

期
待
し
た
モ
ミ
ジ
は
色

付
き
が
今
一
つ
で
し
た
。

桜
山
・
歴
史
館
を
通
過

し
、
11
時
30
分
市
民
セ
ン

タ
ー
に
到
着
。
万
歩
計
は

一
万
五
千
歩
。

さ
っ
そ
く
楽
し
み
の
昼
食

で
す
。
ス
ポ
レ
ク
部
女
性
の

皆
様
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
パ

ン
プ
キ
ン
ス
ー
プ
な
ど
を
腹

一
杯
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
抽
選
会
を
行
い
行

事
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

黄一色の歴史館を通過

紅
葉
の
水
戸
路
を
歩
く

左
周
り
で
千
波
湖
一
周

に
挑
み
ま
し
た
。
水
鳥
達
が

の
ん
び
り
毛
づ
く
ろ
い
し

て
い
る
の
を
横
目
に
、
休
憩

地
の
好
文
茶
屋
を
目
指
し

ま
し
た
。

千波湖好文茶店前で休憩

実
施
を
決
定
。
予
定
通
り
９
時

開
会
。
大
巾
に
競
技
内
容
を
変

更
し
、
町
内
対
抗
得
点
種
目
７

種
目
は
大
半
抽
選
で
順
位
を
決

定
し
ま
し
た
。

22
年
度
も
体
育
館
で
実
施
。

こ
の
時
も
「
緑
町
チ
ー
ム
」
が
優

勝
い
た
し
ま
し
た
。

歩
く
会

おやつ競争
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新
荘
地
区
市
民
運
動
会



編

集

部

委

員

川
又　

一
郎
・
飛
田
美
江
子

鈴
木　

照
子
・
中
野　

昌
子

○
附
家
老
・
中
山
備
前
守
の
墓

桂
岸
寺
に
隣
接
し
た
保
和

苑
は
六
千
株
の
あ
じ
さ
い
で

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
光
圀
ゆ
か
り
の
桂
岸
寺
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

桂
岸
寺
は
、
水
戸
藩
初
代

藩
主
「
頼
房
」（
徳
川
家
康
の

11
子
）
の
附
家
老
二
代
中
山

信
正
を
供
養
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
当
時
は
寺
は
な
く

墓
守
だ
け
が
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
三
代
中
山
信
治
が
全

隅
の
普
門
寺
（
小
松
寺
末
寺
）

を
こ
こ
に
移
し
、
一
六
八
二

年
真
言
密
教
の
道
場
と
し
て

開
基
。
本
堂
は
七
間
四
面
の

二
重
屋
根
、
昆
舎
門
堂
、
鐘
楼

堂
、
末
社
と
し
て
青
龍
権
現
、

稲
荷
神
社
、
延
命
地
蔵
堂
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昆
舎

門
堂
を
勢
至
堂
（
二
十
三
夜

尊
本
堂
）
に
改
修
、
佐
竹
貞
義

の
護
持
仏
で
あ
っ
た
行
基
作

と
い
わ
れ
る
勢
至
像
を
納
め

ま
し
た
。

さ
て
、
附
家
老
と
は
幕
府
か

ら
の
「
監
督
役
・
お
目
付
役
・

助
言
者
」
と
し
て
家
康
が
御
三

水
戸
で
大
地
震
確
率
倍
増

家
に
配
置
し
ま
し
た
。（
尾
張
二

人
、
紀
伊
二
人
、
水
戸
一
人
）

水
戸
藩
初
代
附
加
老
中
山
備

前
守
信
吉
は
家
康
に
み
こ
ま
れ

頼
房
の
守
り
役
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
代
々
水
戸
藩
に
つ
か
え

ま
し
た
が
、
中
山
家
の
墓
所
は

埼
玉
県
飯
能
市
中
山
の
智
観
寺

に
あ
り
ま
す
。

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
碑
文

は
光
圀
の
お
く
り
名
で
「
丁
寧

な
、
つ
つ
し
み
深
い
、
礼
儀
正
し

い
人
」
と
い
う
意
味
で
す
。

○
愛
染
堂
の
「
朱す

雀ざ
く

門も
ん

」

勢
至
堂
左
手
の
「
愛
染
堂
」
は

縁
結
び
の
仏
さ
ま
で
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

新
荘
散
策

水
戸
藩
ゆ
か
り
の
桂
岸
寺

二代信正の墓

愛染堂の朱雀門

２
年
前
の
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
数
百
年

に
一
回
の
割
合
で
発
生
す
る
巨

大
地
震
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。

時
が
過
ぎ
る
と
そ
の
時
の
恐

怖
や
事
前
に
や
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
が
薄
れ
、
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
地
震
で
歪
み
が
解
消
さ
れ

た
か
ら
当
分
大
き
な
地
震
は
発

生
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、
今
後
30
年
以
内
に
震
度

６
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ

る
確
率
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

水
戸
市
の
発
生
確
率
を
見
ま

す
と
31
％
上
が
り
62
％
と
倍
増

い
た
し
ま
し
た
。

調
査
委
は
「
茨
城
沖
な
ど
こ

れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
い
大

き
な
地
震
の
可
能
性
を
考
慮
し

た
」
と
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら

ま
ず
「
け
が
防
止
」
が
最
優
先

で
す
。
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ

た
り
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
で
け
が

を
し
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

も
う
一
度
家
の
中
を
総
点
検

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
対

策
を
強
化
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

30
年
以
内
に
62
％

校
庭
）
に
あ
っ
た
「
朱
雀
門
」
を

移
築
し
た
も
の
で
す
。

御
廟
は
歴
代
藩
主
の
位
牌
を

ま
つ
ゝ
た
霊
廟
で
、
明
治
五
年

の
廃
藩
置
県
の
と
き
向
島
の
旧

水
戸
藩
の
小
梅
邸
（
隅
田
公
園
）

内
に
移
築
さ
れ
、
門
が
残
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
御
門
が
光
圀
公
と
ご
縁

二
代
信
正
の
墓
は
桂
岸
寺
に

あ
り
ま
す
。
初
代
藩
主
頼
房
公

が
常
陸
太
田
市
に
眠
っ
て
い
る

瑞
竜
山
が
那
珂
川
ご
し
に
望
め

る
こ
の
地
が
気
に
入
り
、
生
前

光
圀
に
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

墓
碑
面
に
は
「
恭
き
ょ
う

子し

」
と
刻

の
あ
る
桂
岸
寺
に
ゆ
ず
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

二
十
三
夜
尊
桂
岸
寺
に
あ

る
水
戸
徳
川
家
ゆ
か
り
の
二

つ
の
施
設
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
ご
自
分
の
目
で
確
め
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
お
堂
は
、
平
成
元
年
に

再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に

お
堂
の
前
に
御
門
も
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
御
門
は
当
初
本
堂
前
の

う
め
や
食
堂
前
に
あ
り
ま
し
た

が
、
車
に
こ
わ
さ
れ
解
体
保
存

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

朱
に
染
め
ら
れ
再
建
さ
れ
た

御
門
は
、
な
ん
と
水
戸
城
二
の

丸
御
廟
前
（
現
在
の
水
戸
二
中
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